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(序 )

当委員会では、先に小久白遺跡の発掘調査を実施 し、火葬墓、敷石遺構及び 2棟の建

物跡が発見された。現在、この調査に基づき、火葬墓周辺の保存が地権者の協力により

成された。

小久白遺跡は、開発計画の協議を前年の昭和57年に実施 し、地盤崩壊防止のため国庫

補助を得て、発掘調査を伴 う詳細分布調査を実施 した。その調査進行中、偶然にも敷石

遺構が発見され、続いて火葬墓が発見されたのである。このような火墳墓の検出は、全

国的にも数少ないものであり、貴重な資料となるものと考えられる。また、この火葬墓

及び敷石遺構の出土地点はその学術的見地より、地権者である金山アヤ子氏の協力を得

保存されることとな った。

今回検出された火葬墓鉄椀の調査に対して、積極的に御協力をいただいた、日立金属

株式会社安来工場、冶金研究所所長清永欣吾氏に、厚 く御礼申し上げる次第である。

昭和 59年 3月 26日

安来市教育委員会

教育長  佐 貞藤

― ‖ ―
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境環的史歴

小久白遺跡は丘陵の南向きの後斜面に所在する。丘陵斜面は約 100昴 の馬時形をな し、その平

坦面ともいえるような後斜面に多数の須恵器、土師器片が散布 している。須恵器片による時期に

ついての記述は後に記 してぃるが、二時期にしか分けられない。これと同様な時期の遺跡は同一

丘陵の支脈に入 る大平留池の西側の丘陵端部の平坦面により二時期の内の新 しい時期のものが出

土 している正音寺跡とされる遺跡がある。この正音寺跡は他文献では正雲寺とされているが、土

地の人達は正音寺と称 している9完形の須恵器の他に鬼瓦、軒丸瓦、布目瓦などが出土 しているP

しか し、後者については、須恵器より新 しい時期のものであり、周辺に所在す る五輪塔などから

も、鎌倉時代の所産と考えられる。出土 した須恵器は正音寺にともなうものかどうかは今の所で

は明確ではない。 しか し、瓦と五輪塔の所在より、関連のない別の遺構に伴 うものである蓋然性

が高いと考える。また、小久白遺跡か らは、「出雲国風土記」に青垣峰と考え られている建物んヽ

南東 に望むことが出来 る。

時期については、不明な点が多いが、周辺 には多数の古墳が所在する。この飯梨川西岸の地域

の海岸部には、四隅突出型方形墳墓である仲仙寺 8、 9、 10号、宮山 4号、塩津 1、 2号墓など

の弥生墳墓がある。造山 1、 3号、大成古墳という前期古墳が畔集する。後期古墳では、横穴式

石室は、この地域では造 られなかったが、それにかわり、「石棺式石室」を主体部とする古墳が

造 られた。岩舟 。若塚・塩津神社・ 高塚山古墳がそれである。これらの古墳は、すでに開日して

おり、時期については不明確である。立地は前期古墳の海岸に面 した丘陵上に築造 されているの

に対 し、海岸か らかなり入った山頂、あるいは海岸と考えられる所に築造されており、かなりの

差異があるように見える。このような古墳に埋葬された人達に関係ある人が、今回検出されたか

どうかは、明確にすることはできないにしても、当時の埋葬法と して最も新 しいものであった火

葬を受け入れるだけの文化が形成 されていたことを物語るものと考えられる。以上、述べてきた

ように、古墳などの当時の墓の所在は明確になっているものの、集落が全 く明確になっていなく、

これらの墳墓・ 古墳を築造 した基盤を明確にすべきであろう。その点において今回建物跡の資料

を得たことは、火葬墓の検出同様学術的に貴重なことであった。

１
■
〒
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調 査 の 契 機 と経 過

昭和57年 7月 2日 、安来市経済部農林水産課より島根県費補助事業による、崩壊の危険がある

梨山の整備にかか る「埋蔵文化財等調査について」の依頼があり、これを受 けて昭和57年 7月 3

日、安来市教育委員会文化財嘱託永見英が久白町 832～ 835番地の分布調査を実施 した。その結

果、該当地には須恵器片が多数散布することが明確になり、 7月 8日 、造成について、変更を御

願いする回答書を提出した。

昭和57年 8月 25日 、県費補助に頼ることなく直営で整備を実施 したい旨の申し出があり、 8月

26日 、地権者、教育委員会 による協議を実施 し、国庫補助による緊急発掘調査を実施 し、遺跡の

性格、近 くに所在する若塚古墳との関係について明確にすることになった。 3月 31日 、地権者よ

り遺跡発見届出書があり、再び分布調査を実施 し、表採遺物について、 9月 2日 、埋蔵文化財発

見通知書を安来警察署に提出した。

昭和58年 4月 12日 、埋蔵文化財発掘調査通知書を提出し、 4月 20日 より発掘調査を開始 した。

7月 2日 に保存することとなった火葬墓 と敷石遺構に対 して埋め戻 しを実施 し、調査を終了した。

反省点として、工事計画について明確にしていかなかったために、若塚古墳の墳丘を削 って し

まう事態を引き起こ して しまった。今後の協議について最後まで明確に確認 しなければならない

教訓となった。

小 久 白遺 跡 調 査 日誌 抄

薩
明

″

″

″

″

″

　

雨

晴

雨

″

‥争

4 ・ 21

・ 22

・ 23

24

25

26

27

28

29

30

現場の下見と測量の打ち合わせを して、 トラバース測量の杭打ちをす る。

レベル移動と トラバース測量。

第 1～ 5ト レンチの設定。 トラバース測量を終了。

発掘調査必要品の点検準備。

第 1ト レンチ 4ケ所発掘、第 2ト レンチほば完了。PO、 Pl周辺の地形測量。

第 1ト レンチ頂上部分発掘調査、第 2ト レンチ平坦部で遺構を検出。Pl 周辺の

地形測量。

小雨の為、作業がはかどらない。 Pl周辺の地形測量。

第 3・ 4・ 5ト レンチ発掘開始及び地形測量。

作業中止

同 上
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5・ 2 晴  第 3・ 4・ 5ト レンチの発掘調査を開始

・ 4 ″  続行

6 ″  続行

9 ″  第 3ト レンチの丘陵下で平坦を発掘。

10 ″  第 3ト レンチは約 3れ の深さに達するが、地山の確認が出来ない。第 4ト レンチ

を南側斜面に拡張。須恵器、炭化物の検出。

11 ″  第 3ト レンチは、すでに地山に達 しているかもしれないので、発掘を断念する。

第 5ト レンチ南側斜面に拡張。

13 ″  第 5ト レンチ拡張部より、敷石遺構を検出、その為、西側にも調査を拡張。

18 ″  第 5ト レンチ拡張部より東側 も拡張し、須恵器を少 し検出。敷石遺構はかなり奥

`      まで伸びるものである。敷石上に少量の炭化物を確認するが、西側にはおびただ

|       しく出土する。

19 ″  昨日に続き、西側の炭化物を注意 して発掘 していたら、火葬墓を検出。

・ 23 ″  島根県教育委員会文化課、勝部昭氏の指導 の下、火葬墓周辺は拡張 しないこと

を決める。

・ 25 ″  第 2ト レンチ丘陵下部の加工段 (1号住居建物)の平面区を取る。 2号住居建物拡

張を開始する。

26 ″  2号 住居建物跡拡張を続行す る。

27 ″  続行

30 ″  続行                        
｀

31 ″  続行

6・ 1 ″  2号 住居建物の上器出土状態を測量 し、遺物の取 り上げを開始する。

2 ″  続行

3 ″  同上。尚、土器は、床面より約25切高いレベルで検出される。

4 ″  続行

6 ″  続行

13 ″  続行

15 ″  トレンチのセクション図を取 る。

16 〃  2号 住居建物拡張

17 ″  続行

22 ″  第 7・ 3・ 9ト レンチの地山は、傾斜を有する。これ らの トレンチの所まで、第

2住居は広が らない。第 6ト レンチは、今だ分 らない。

土
工

平
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第 6ト レンチの完掘。 2号住居建物は第 6ト レンチまでは広が らない。

第 3ト レンチの 2号住居建物側 に トレンチを拡張す る。 2号住居建物の大型柱穴

にほぼ直交す る30翻の柱穴を検 出。敷石遺構のセクション図を取 る。

2号住居建物跡の 2つの柱穴の完掘の後、写真撮影のため掃除。

写真を取 るには良す ぎる程の青天の中で写真撮影。

埋め戻 し。火葬墓の ピットに砂を埋める。作業終了。

調 査  概  要

小久白遺跡には須恵器片が多数散布 していたことは前述 した通りであるが、その分布はほぼ平

坦面 と云 うべき緩斜面 に限 られていた。しか し、梨山崩壊についての整備計画の事前協議ではこ

の緩斜面について変更 しないとされたために、土器の散布する緩斜面は除き、急斜面及び頂部の

発掘調査を実施 し、その性格を明確にすることに した。このため、地形の状態を観察 しながら6

本の トレンチを設定 した。以下、その概略を述べる。

第 1ト レンチ

第 1ト レンチは幅 1れ 、長さ 11.2れ の トレンチである。頂部より急斜面を発掘した。梨木の

肥料穴があるほかは、明確な地山面まで約30効であ り、人工的な手は加えられていない。遺物は

検出できなかった。

第 2ト レンチ

第 2ト レンチは、幅 1れ 、長さ14れ を測る。頂部 。急斜面 。平坦部を発掘したが、頂部は第 1ト

レンチと同様な褐色土層で遺構は検出できなかった。又、斜面 。平坦部か らは建物跡が検出され

た。

第 3ト レンチ

第 3ト レンチは、幅 1れ 、長さ 18.8れ を測 る。丘陵北側斜面 。頂部・南側斜面 。平坦部を発

掘 した。斜面部は 4層以上からなり、赤褐色土層直上に炭火物が検出されたことから、この層上

より、この地で人間の生活が開始されたものと考えられる。この トレンチは最 も深い部分では26

和掘り下げた。これは地山にそって掘 り下げて、横穴の所在を確認するためであったが、横穴は

検出できなかった。

第 4ト レンチ

第 4ト レンチは、幅 1れ 、長さ 10.4れ を測る。頂部・ 斜面を発掘 した。斜面端部より約 2p

のところに段状の落ち込みがあり、地山面に炭化物の広がりを検出 した。これは敷石遺構に伴な

うと考えられる。頂部平坦面は約30翻下に地山が検出でき、遺構は検出できなか った。

，
ｌ
ｌ
瓶
遍
凰
■
口

，
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第 5ト レンチ

第 5ト レンチは、梨木力
'あ

ったために、

て、幅 1,、 長さ 6=24と して設定した。

た。

第6ト レンチ

第 6ト レンチは、幅 0_6れ 、長さ2れを測る。表土より約 0.35,の 部分で、生活面の直上にある

暗禍色粘質土層を確認 した。2号建物は6ト レンチまで至っていない。

第 7・ 8,9ト レンチ

これ らの トレンチは、地形の変格点であるので、遺構確認のために輻30仰の トレンチで発掘 し

,と 。

第10ト レンチ

1 第10ト レンチは、幅 1確、長さ4れを測る志この部分はやや盛り上がった部分であり、地形が

円形を呈 したために発掘を実施 した。禍色土層の約20働下に地山を確認した.。

上の10ケ所の トレンチのうち、建物跡が検出された、第 2ト レンチ、第 3ト レンチ、火葬墓及

び敷石遺構が検出された第 5ト レンチはその後拡張し、その性格等を明確にすることが出来た。

火葬墓の周辺からは療火物か多数出土する部分が2ケ所あり、当初は茶毘の痕跡の可能性があっ

たために、人骨片の検出について、鳥取大学医学部井上―貴央氏に、また敷石遺1構 の石については、

松江1第二中学校教諭中村邦明氏にいずれも現地で調査を して頂いた。また、火葬墓の蓋になって

'いた鉄椀については日立金属冶金研究所所長清永欣吾氏により分析調査がなされ、貴重なデータ

を得ることができた。

幅 1れ 、長さ0.8れの予定位置をほぼ真南に向き変え

この トレンチは、敷石遺構が発見されたために拡長 し

-5-
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…

建 物 に つ い て

1号建 物

第 2ト レンチの平坦部分に約45° の傾斜となる部分が確認された。床面は水平で丘陵側の壁部

分はやや低 くなっている。柱穴、その他の施設 も検出することができなかった。土層は上層の褐

色土層、傾斜の変化する部分は暗褐色土層が流入 している。遺物は暗褐色土内に須恵器片・刀子

が出上 している。これ らの上器は丘陵の斜面に所在する土器と接合するものがあるため、 2号建

物に伴 う遺物の流入と考え られる。この建物に伴 うものは床面より検出された須恵器 (図 ○ -15)

がある。この部分は削れないため、全様を明確にするには至らなかった。

2号 建 物

第 2ト レンチの斜面中央部に検出された。 この建物の部分は、発掘調査以前に第 3ト レンチ方

向にわずかな地形の傾斜変換する部分となっていた。建物が所在 していた平坦面は約 25れ で流

出し、崩壊 している。桁行 3間、梁行 l FHE以上 (8.2れ × 2.lヵ 以上)の南北棟建物である。主

軸方向はN―  ―Eを指す。丘陵斜面に平行 して無理なく造 られている。柱穴中央の間隔は東側

柱桁行で南か ら 2.6ヵ 、 2.7れ 、

で、深 さ70～80効であ る。

2.9れ を測る。柱穴の掘形は直径60～80伽の円形ないし橋円形

土層はA― Bラ インの断面においては、床

面は約 34.83効 である。 I層 では黒褐色土層 、

I層 は頂上側壁の約20勁の部分から認められ、

約 140翻 部分まで I層暗裾符|十層を合め、約28

翻までの厚 さを呈す。このことは、 I・ Ⅱ層

は斜面よりの流れ込みでないことを示 してお

り、建物の廃棄に伴 う、客土と考えられる。

その客土は、建物を完全に埋めるものではな

く、その後の流れ込みの上が確認できる。こ

のような建物の廃棄はいかなることを示すも

のか、今後の類例を待つものである。遺物は、

土器が出上 しており、主なものは須恵器で、

少数だが土師器も出上 している。竃も出土 し

ており2個体あると考え られ る。
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図4 1号建物実測図



2号建物実測図
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火 葬 墓 に つ い て

第 5ト レンチの西側の拡張部分より検出された。須恵器 (提瓶)を転用 した骨蔵器であり、土

師器杯に砂質土を満た し、その上に鉄椀を逆転 して用い、二重蓋を して火葬墓となした ものであ

る。この骨蔵器は長径45翻、短径40働、深さ約30印を測 る穴を穿 ち、偏平な石を敷き、埋納され

ていた。この骨蔵器の直上には多量の炭化物があり、直径20翻下の雑木と考え られる。骨蔵器の

周辺が最 も多 くて、敷石遺構においては、わずかに炭化物を含む状態である。このことは、この

炭化物はこの骨蔵器の埋葬 に伴なうものと考えるべきであろう。又、この火葬墓の回縁に蓋をす

るような状態で乗 っていた鉄椀の標高は、約 35.5れ を測る。この火葬墓は斜面を水平 に削り、約

1,35れ の平坦面を形成 してい る。敷石遺構の断面隅に見えるI・ Ⅲ層がこの火葬墓の盛土と考え

五/

図8 火葬 墓実 測 図



られる。Ⅲ層内より須恵器片の蓋 。長頸壷肩部が出土 している。そして、骨蔵器内は頸部まで火

葬骨で満たされていた。また、火葬骨と共に水晶玉など3つ の玉片と考え られるもの、骨角器、

土師器片、鉄片、炭化物片が納入 されていた。土師器底部片は最上部にあったが、他の破片はそ

れより下にあり、特別な納入法はしていないと考えられる。このことは骨角器についても同様で

ある。これらのものは、すべて完形になるものでなく、骨蔵器へは、一部が納入されたものと考

え られる。蓋とされた土師器片よりは底部より植物遺体が検出されている。鉄椀、火葬骨、植物

遺体については詳細は別項 に譲 る。

「 敷 石遺 構 」 につい て

骨蔵器の約 15カ 南東 に68個以上の石か らなる敷石遺構が検出された。石は標高 3,570,付 近

に敷かれている。南北約 240翻、東西約 150翻 のほぼ長方形を呈する。石材は周辺に散布するも

のである。中央 にくばみを有する石があり、意図的なものとも考えられる。今後の類例を待つ必

要があろう。これ らについての詳細は別項 に譲る。

この遺構 とほぼ同 じレベルに須恵器片が散布する。この遺構 に伴なうものと考え られる。火葬

墓である骨蔵器との関係 については、炭化物を含む I層黒色土層が、この遺構の直上にあるため

に敷石遺構はもともと露出 しており、骨蔵器埋納時にⅡ・ Ⅲ層が盛 られたものと考えられる。敷

石遺構は火葬墓に先立ち造られた、蓋然性が高いものと考えられる。
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図9 敷石遺構実測図
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文化 財 愛護 シ ンボ ル マ ー ク

〔妥乳患漢墓異畳基良是〕

文化財愛護のマークについて

このマークは文化財愛護 シンボルマークです。これは,昭和 41年 5月 ,文化庁

の前身である当時の文化財保護委員会が ,文化財愛護の運動を推進するためのシン

ボルマークを全国から公募 し,応募者多数の中から選ばれたものであります。

る暴など景ぞ五31争 :喉ちを身】:獄ぞをlT琵争三揉捧:【3⊆琵
g晟

票伝雇藝ほ写

組物のイメージを表わし,こ れを三つ重ねることにより,文化財という民族の遺産

を,過去,現在,未来にわたり,永遠に伝承 していこうというものです。 (=刊文

化財 第27号  P8 島根県文化財愛護協会)
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図
号

挿
番 器 種

法 量 (翻 )
形 態 。 手 法 の 特 徴 備 考

口 径 底 部 器 高

1 蓋  A 器高は高 く、天丼部と口縁部 との境界は不

明確であり、天丼部はヘラ切りのみであり

□縁端部はわずかに肥厚する。内面天丼部

には仕上げナデが施 されず、ヘラ記号があ

る 1

使用痕は明確ではない。

2号建物

蓋  A 約 9 ヘラ切りの跡がある。仕上げナデはわか ら

ない。

天丼部がなめらかになっており

使用痕と考えられる。

1号建物内

杯  A 約

10.5

約

3.2

立ちあがりが内傾する。外面底部はヘラ切

りのみであり、内面 2/3以下は仕上げナ

デが施されている。内面にヘラ記号あり

筋 本参照)

使用痕は明確でない

2号建物

杯  A ヘラ切りが見られる。ヘラ切りで残された

部分にタタキロ痕のようなものがあり、粒土

塊を板にのせたようなものとも考えられる

使用痕は明確でない。

2号建物

杯  A 約

■.6

約

3.9

ヘラ切りの後、ヘラ削りが施 されている。

内面には仕上げナデが施されている。

口縁やかえりに摩滅が多 くみら

れ、使用痕 と考えられる。

第 2住居

杯  B 約

10 5

約
　
３

外面底部はヘラ切り後、ヘラ削りを施し、

その後、横ナデで調整されている。ロクロ

は時計回りと考えられる。体部と底部が明

確である。

使用周意切確でない。

2号建物 第 2住居

杯  B 約

10

ヘラ削りにより底は平 らである。仕上げナ

デはない。内面底部はデコボコであり、な

めらかではない。ロクロの方向は明確でな

い。

使用痕は明確でない

1号建物内

8 杯  B □縁端部は尖がるものである。

仕上げナコま施されていない。

重ね焼の痕が見 られる。

□縁端部は若干摩滅しており使

用痕と考えられる。

1号建物内

杯  B 約

Ю

約

3.3

仕上げナデの後、横ナデが施されている。

ロクロの回転は不明

□縁端部及び内面底部は摩滅 し

ており、使用痕と考えられる。

1号建物内

杯  B 9.4 3.5 ヘラ切りの痕が残 り、ヘラ切りが施され、

仕上げナデが施されている。ロクロは時計

回りと考えられる。

使用痕は明確ではない。

2号建物

杯  B 約

Ю

ヘラ切りの後、ヘラ削りか施 されている。

仕上げナデが施されている。ロクロは時計

使用痕は明確で はない。

2号建物
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号

挿

番
器 種

法 量 (翻 )
形 態 。 手 法 の 特 徴 考備

口径 底 径 器商

回 りである。

杯  C 仕上げナデが施されている。

底部はヘラ切りの後、横ナデで調整し、ヘ

ラ削りは施されていない。

13の 杯と類似している。ロクロの回転方向

は不明、体部と底部が明確でない。

口縁端部に剥離が見え、使用痕

と考えられる。

2号建物

杯  C 約

3.1

底部はヘラ削りが施されている。口縁端部

にかけて、横ナデが施されている。内面は

仕上げナデが施されている。ロクコの方向

は時計回りである。12の杯と類似している

使用痕は明確ではない

2号建物

杯  D 外面底部はヘラ切りが施されており、その

後、横ナデが施されている。内面は仕上げ

ナデが施されている。口縁端部が外反する十

ロクロは時計回りである。

内面底部はなめらかであり、使

用痕と考えられる。

2号建物

椀 65 外面には 2本の沈線が施されている。底部

にはヘラ削りが施されている。内 底 に

は仕上げナデは施されない。ロクロは時計

回りである。外面底部にヘラ記号がある。

∽ 本参照)

1号 建物の床面より出上 して

おり、この椀のみがこの建物に

伴なうものである。 使用痕は

明確でない。

杯  E 約 12 約

38

体部と口縁部とは外方へ直線的にのび、口

縁端部は尖るものである。脚部は短か く端

部の丸いものである。内面底部はなめらか

である。底部にタタキロ痕のようなものが

残っている。底部はヘラ切りである。外面

72以下は横ナデが施 されている。

脚部の底部は摩滅 しており使用

痕と考えられる。

2号 建物

17 杯  E 体部はゆるやかに弧状を呈 して□縁端部は

丸いものである。

脚部は短かく端部の丸いものである。内面

2/3 以下は仕上げナデが施されている。

ロクロは時計回りである。

脚部の底部に摩滅が見 られ又、

内面底部もなめらかであり使用

痕と考えられる。

2号建物 Nd 67

杯  E 糸t15 体部と□縁部とは外方へ直線的にのび口縁

端部は尖るものである。脚部は外方へ屈曲

し、先端は丸いものである。約 1/2を残

す杯である。仕上げナデが施されている。

底に「×」のヘラ記号がある。 (拓本参照

ロクロは時計回りと考えられる。

1号建物内より破片が出土 して

いる。

内面底は摩滅 しており、使用痕

と考えられる。

杯  E 体部と底部が明確なものである。脚部は直

線的にのび、端部を丸くしたものである。

使用痕は明確ではない。

2号建物
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号

挿

番
器 種

法 量 (翻 )
形 態 。 手 法 の 特 徴 考備

口径 底 径 器商

底部にはタタキロ状の痕が残る。綿 本参照)

杯  E 休部と□縁部は外方へ直線的にのび、口縁

端部は尖るものである。ヘラ削りが胴部中

央まで施されている。脚部の接合のため、

多くの部分が消されている。仕上げナデも

施されている。ロクロは時計回りである。

内面底部に使用痕が残る。(拓本

参照 )

2号建物

杯  E ９

・
? 脚部がわずかに外反する脚部は約の上器と

類似する。外面底部はタタキロ状の痕が残

る。徳 本参照)内面底部は仕上げナデが施

されている。

脚部端は剥離が者 しく使用痕と

考えられる。

1号建物

杯  E 約

65
体部と底部の明確なものである。脚部は外

方へふんばったものである。仕上げナデが

施されており、口縁端部の摩滅は明確でな

い。ヘラ記号「×」が施されている。綿 本

参照)

脚部端部は剥離が著 しく、使用

痕と考えられる。

2号建物

杯  E ？

・
? 脚部は2と 同じものである。内外共横ナデ

が施されている。又、内側は仕上げナデが

施 されている。

使用痕は明確ではない。

2号建物

杯  E ？

・
? 脚部は2と 同じものである。ヘラ切りが杯

底部に残る。杯底部約 5翻の部分までヘラ

削りの痕が残る。内面には仕上げナデがな

い。ロクロの方向は時計回りと考えられる(

脚部端部が剥離 しており使用痕

と考えられる。

2号建物

杯  E 約

134

体部はゆるやかに弧状を呈して口縁端部は

尖るものである。脚部は22と 類似する。外

面は横ナデが施されている。内面は横ナデ

後、仕上げナデが施されている。

脚部端部及び内部底部は摩滅 し

ており、使用痕 と考えられる。

2号建物

杯  E ? ？

・ 体部と底部が明確なものである。脚部は盟

と類似する。外面底部にはタタキロ状の

痕がある。内面には仕上げナデが施されて

いる。ロクコの回転は不明である。

脚部の底部はほとんど摩滅 して

おり、使用痕と考えられる。

2号建物

杯  E ? ？

・ 脚部は22と 類似する。外面には横ナデと仕

上げナデが施されている。底部はヘラ切り

である。内面底部はなめらかである。

使用痕は明確でない。

2号建物

杯  E 約

13.5

7.9 約

4.3

休部は、ゆるやかに弧状を呈 し、口縁端部

は尖るものである。ヘラ切りはわからない

仕上げナデはない。

内面底部は摩滅が著 しく使用痕

と考えられる。

2号建物

蓋 天弟部に,ょイ」幽Jリデが施されている。環状つ

まみのもので、口縁端部に近 く、内面にか

使用痕は明確でない。
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号

挿

番
器 種

法 量 (翻 )
形 態 。 手 法 の 特 徴 考備

□径 底 径 器商

えりをもつ。かえりは□縁部よりも下方にあ

る。天丼部は弧状を呈する。

2号建物

蓋 外面の天丼部にヘラ削りが施されている。

内面天丼部には仕上げナデが施されている(

外面に「×ゴのヘラ記号が施されている。

(拓本参照)ロ クロは時計回りである。環

状つまみ。かえりは口縁部よりも下方にあ

る。天丼部は直線的に下方に伸びる。

受部端部が摩滅 しており、使用

痕と考えられる。

2号建物

蓋 約

184

3.4 体部 1/2以上にヘラ削りが施されている。

他は横ナデである。又、内部には仕上げナ

デが施されている。環状つまみ、かえりは

回縁部よりも下方にある。天丼部は直線的

に下方に伸びる。

両面天丼部がなめらかになって

おり、使用痕と考えられる。

1号建物内よりも出上している

2号建物

蓋 つまみの一部と口縁部を欠くが2/5が残

る蓋である。内面には横ナデが見られる。

ヘラ記号があり、仕上げナデが施されてい

る。ヘラ削りの後、横ナデで調整されてい

る。天丼部は仕上げナデが施されている。 ロ

クロは時計回りである。環状つまムかえりは

国縁部よりも下方にある。天丼部は直線的

|こ下方にイ申びる。

つまみ頂上部と口縁端が摩滅 し

ており、使用痕と考えられる。

2号建物

蓋 約 19 約

26

天丼部はヘラ削りが施 され、後、横ナデで

調整されている。仕上げナデが施されてい

る。ロクロは反時計回りである。環状つま

み、かえりは口縁部よりも下方にある。天

井部にやや平坦面を有する。

使用痕は明確でない。

第 3ト レンチ平坦部

34 蓋 内面には仕上げナデが施されていない。そ

の他のことは不明確である。ヘラ記号が施

されている。「×」 (拓本参照)

環状つまみ、かえりは口縁部よりも下方に

ある。

外面上部は自然釉が著 しい。

使用痕は明確でない。

2号建物

蓋 約

12

約

3.4

外面は自然釉の為はっきりしないが、横ナ

デが施されている。内面は横ナデが施され

ている。ヘラ記号が施されている。∽ 本参

照)環状つまみ、かえりは□縁部よりも下

方にある。天丼部に平坦面を有する。

使用痕は明確でない

2号建物

蓋 ロクロは時計回りと考えられる。環状つま

み、かえりは口縁部とほぼ同じ高さである

口縁裏に一部摩滅が見 られる。

又内面天丼部がなめらかになっ

-20-
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挿

番
器 種

法 量 (靱 )

形 態 ・ 手 法 の 特 徴 考備
□径 底径 緊商

天丼部に平坦面を有する。 ており使用痕と考えられる。

2号 建物

蓋 148 外面のつまみ近 くに「×」のヘラ記号が施

されている。(拓本参照)ロ クロは時計回り

である。環状つまみ、かえ りは口縁部 とほ

ぼ同じ高さである。天丼部に平坦面を有す

る。

天丼部が摩滅 しており、使用痕

と考えられ る。

2号建物

蓋 約
一
釣

ロクロは時計回り。環状つまみ、かえりは

口縁部より上方 にある。天丼部は弧状を呈

するものである。

つまみの端部が摩滅 しており、

使用痕と考え られる。

hTo 41 2号建物

蓋
？
・

？

・ 仕上げナデは施されていない。ヘラ記号が

施されている。(拓本参照)環状つまみ。か

え りは破損 しているためわか らない。天丼

部は弧状を呈するものである。

使用痕は明確でない。

2号建物

蓋 つまみ全体と1/2を残す蓋である。つま

みから2/3の ところまでヘラ削りが見ら

れる。仕上げナデが見 られる。ロクロは時

計回 りと考えられる。乳頭状のつまみ。か

えりは日縁部より下方にある。天丼部は平

坦面を有する。

使用痕は明確でなし

2号建物

41 蓋 約

１０

約

32

外面はヘラ削りが施されている 。後、横

ナデで調整している。仕上げナデが施され

ている。ロクロは反時計回りである。乳頭

状のつまみ。かえりは□縁部より下方にあ

る。天丼部は弧状を呈するものである。

使用痕は明確でない。

1号建物内

蓋 約 3 天丼部の 1/2にヘラ削りが施されている.

後、横ナデで調整している。仕上げナデが

施されている。ロクロは反時計回りである(

乳頭状のつまみ。かえりは口縁部より下方

にある。天丼部は弧状を呈するものである

内面天丼部がなめらかになって

おり、使用痕と考えられる。

2号建物

43 蓋 ヘラ削りの後、横ナデで調整 してある。天

井部は仕上げナデが施される。ロクロは時計

回 りである。乳頭状のつまみ。かえりは口

縁部より下方にある。天丼部は弧状を呈す

るものである。

つまみ頂上部 と口縁の端が摩滅

しており、使用痕と考えられる

2号建物

44 蓋 仕上げナデが見られるロクロは時計回りで

ある。乳頭状のつまみ、かえりは口縁部よ

り下方にある。天丼部はゆるやかな弧状を

かえり端の部分 に摩滅があり、

使用痕と考えられる。 4の上器

と共伴す る。
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号

挿

番
器 種

法 量 (翻 )
形 態 。 手 法 の 特 徴 考備

口径 底径 器商

呈するものである。 2号建物

蓋 11 天丼部 2/3はヘラ削りが施され、その後

横ナデ調整されている。内面には「×」の

ヘラ記号が施されている。鯨 本参照)ロ ク

ロは時計回りである。乳頭状のつまみ、か

えりは回縁部より下方にある。天丼部は弧

状を呈するものである。

受部に剥離が見られ使用痕と考

えられる。

1号建物よりも内上している。

2号建物

蓋 2.2 口縁の一部が欠けているが 5/6残 る蓋で

ある。天丼部はヘラ削りが施され、その後

横ナデで調整されている。ロクロは時計回

りである。擬宝珠つまみ、かえりは国縁部

より下方にある。天丼部は平坦面を有する(

使用痕は明確でない。

2号建物

蓋 約

9.4

約

３

内面に仕上げナデカ詭 されている。擬宝珠つ

まみ、かえりは口縁部より下方にある。天

井部は直線的で口縁部は外反するものであ

る。

受端部が摩滅 していることより

使用痕と考えられる。

蓋 口縁の一部を欠 くがほぼ完形の蓋である。

ヘラ削り後仕上げナデが施される。ロクロ

は時計回りと考えられる。擬宝珠つまみ、

かえりは口縁部より下方にある。天丼部は

平坦面を有する。

つまみ頂上部と受端部が摩滅し

ており使用痕と考えられる。

2号建物

蓋 22 外面はヘラ削りが有り、横ナデが施されて

いる。内面は横ナデが施されている。仕上

げナデ、ロクロの回転は共に明確でない。

擬宝珠つまみ、かえりは□縁部より下方に

ある。天丼部は弧状を呈するものである。

つまみがなめらかになっており

使用痕と考えられる。

1号建物内より出上 している。

2号建物

蓋 約

１３

天丼部 1/2を ヘラ削りが施される。仕上

げナデが施されているが摩滅している。ヘ

ラ記号あり。(拓本参照)ロ クロは時計回り

と考えられる。擬宝珠つまみ、かえりは□縁

部よりやや下方にある。天丼部は弧状を呈

するものである。

つまみ頂上部が剥離 し、仕上げ

ナデが摩滅 していることより使

用痕と考えられる。

2号建物

蓋 23 5 天丼部 2/3を ヘラ削り後カキメが施さ

れている。内面は横ナデ後仕上げナデが施

されている。ロクロは時計回りである。宝

珠つまみ、かえりは口縁部より下方にある(

天丼部は直線的に下方に伸びている。

使用痕は明確でない。

2号建物

蓋 上部 2/3は ヘラ削りを施 した後、横ナデ 使用痕は明確でない。
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号

挿

番
器 種

法 量 (靱 )
形 態 ・ 手 法 の 特 徴 考備

口径 底径 器商

が施されている。つまみ近くに 2箭犬の穴

が穿たれている。擬宝珠つまみ、かえりは

口縁部より上方にある、天丼端部は屈曲し

□縁端部で外反する。

2号建物

蓋 2.9 ヘラ削りが外面の天丼部のところまで残る

内側は仕上げナデが施されている。内面に

1ま「×」のヘラ記号が施されており、わず

かに光沢があることより、焼成後に施され

たものであろう。(拓本参照)ロ クロは時計

回り、54と同様擬宝珠つまみ、かえりは口縁

部とほぼ同じ高さである。天丼部は弧状を

呈するものである。

使用痕は明確でない

2号建物

蓋 爵の蓋と同様に焼成後に施されたと考えら

れる文様がある。(拓本参照)ロ クロは時計

回り、擬宝珠つまみ、かえりは 回縁部とほぼ

同じ高さである。天丼部は弧状を呈するも

のである。

口縁端部に剥離が見られ、つま

み上部や口縁が摩滅しており、

使用痕と考えられる。

2号建物

蓋 外面上部はヘラ削りであり、他は横ナデが

施されている。内面は仕上げナデが施され

ている。 ロクロは時計回りと考えられる。擬

宝珠つまみ、かえりは日縁部とほぼ同じ高

さである。天丼部は弧状を呈するものであ

る。

つまみの頂上部は摩滅 しており

使用痕と考えられる。

1号建物内

蓋 回縁端部 1/3が欠けているが9/10残る

蓋である。ロクロは時計回り、ヘラ削りが施

されている。擬宝珠つまみ、かえりは回縁部

より下方にある。天丼部は弧状を塁するも

のである。

使用痕はF」l確でない。

2号建物

蓋 約

17.5

外面の天丼部にヘラ削りが施され る。内

面に仕上げナデが施される。ロクロは時計

回りである。□縁端部は下方へ短かく屈曲す

る。擬宝珠つまみ。天丼部は弧状を呈する

ものである。

使用痕は明確でない。

3ト レンテ

蓋 外面はヘラ削り後横ナデ、内面は仕上げナ

デが施されている。ロクロは時計回りであ

る。中くばみのつまみ。かえりは日縁部よ

り下方にある。天丼部は平坦面を有する。

つまみ端部が摩滅しており使用

痕と考えられる。

2号建物

蓋 ヘラ削り、仕上げナデ、ロクロの方向などは つまぅの端部に剥離や摩滅が見ら
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硼
需

器 種
法 量 (側 )

形 態 ・ 手 法 の 特 徴 考備
□径 底 径 器商

良 くわか らない。中くばみのつまみ、かえ

りは□縁部より下方にある。天丼部は直線

的に下方へのびる。

れ使用痕と考えられる。

3ト レンチ 2号建物

蓋 約

116

約

3.1

つまみから約 1/2の所までヘラ削りが見

られる。内面には仕上げナデが施されてい

る。ロクロは時計回りと考えられる。中く

ばみのつまみ、かえりは□縁部より下方にあ

る。天丼部は弧状を呈するものである。

使用痕は明確でない

2号建物

蓋 109 つまみを接合するためにヘラ削りの後横ナ

デが施されている。ロクロは時計回りであ

る。中くばみのつまみ、かえりは回縁部よ

り下方にある。天丼部は弧状を呈するもの

である。

使用痕は明確でない。杯Aにつ

まみを桜合 した系態である。

3ト レンテ

蓋 約

100

蓋 1/3以上はヘラ削りの後、横ナデが施

されている。内面は仕上げナデが施されて

いる。ロクロの回転は時計回りである。中

くばみのつまみ、かえ りは口縁部とほぼ同

じ高さである。天丼部は弧状を呈するもの

である。

内面天丼部がなめらかになって

おり、使用痕と考えられる。

2号建物

蓋 140 ヘラ削り後、横ナデが施されている。仕上

げナデが施されているが摩滅 している。ロク

ロの回転は時計回りと考えられる。中くぼみ

のつまみ、かえりは口縁部より上方にある。

・天丼部は弧状を呈するものである。

つまみ端部と口縁端部が摩滅し

ており使用痕と考えられる。

2号建物

高 杯 約

15

約

10.1

約

13

列卿二段透 しで、間に沈線が施 されている。

透 しは三方に施工 してある。ロクロの回転

は不明である。

□縁端部及び脚端部が摩滅 して

おり、使用痕と考えられる。

2号建物

高  杯 154 ? ？

・ 脚部を欠 くため、器高不明ロクロの方向も

わからない。透しらしき切込み線がほぼ一直

線上にニケ所みられる。杯の内面には仕上

げナデが施されている。

使用痕は明確でない。

高  杯 約

２０

? ？

・
口縁部約 1/3の高杯片と考えられる。外

面は横ナデが施されており、内面は仕上げ

ナデが施されている。

口縁端部は剥離が著 しく使用痕

と考えられる。

2号建物

高  杯 ? 10 9 ？

・ 透しが三ケ所施されている。脚部しかない

が長脚二段透 しで透しの間に二本の沈線が

あり、下の透しの下部には一本の沈線が施さ

れている。

脚端部は使用による剥離があり、

使用痕 と考えられる。

2号建物

高  杯
？

・

？

・ 短脚一段三方透 しで透しは線状のものであ 使用痕は切確でない。
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形 態 ・ 手 法 の 特 徴 備 考
口径 底 径 器商

る。仕上げナデが施されておリロクロは反

時計回りである。

第 3ト レンヌ

平坦部

直口壷 ? ? 外面は二本の沈線があり、他は横ナデが施

されている。又、内面は横ナデが施 されて

いる。

使用痕は明確でない。

2号建物

第 2ト レンチ

直回壷 ? 直回壷の首の部分 しかないが、外面には二

本の沈線が認められ、その周りには、仕上

げナデが施されている。

□縁端部は剥離が見られ、使用

痕と考えられる。

2号建物

直口壷 ？

・ 8.5 ? ヘラ切りがあ り、ヘラ削りが施されてい

るロクロの回転は時計回りである。

高台の底部は康滅しており使用

痕と考えられる。

第 2ト レンチ斜面部

進 約 9 約

10.3

外面にヘラ削 りが施 され、底部にヘラ記

号がある。鯨 本参照)ロ クロは時計回りで

ある。

使用痕は切確でない

2号建物

短頸壷 ? ? 外面底部にタタキロが施され、肩部及び外

面底部にはカキロが施されている。又カキ

目の間には、横ナデが施されている。

風化が著 しく使用痕と考えられ

る。

2号建物



小久白遺跡

火葬墓の骨蔵器鉄椀 (蓋)の調査

小久白遺跡火葬墓の骨蔵器鉄椀 (蓋 )の 調査

日立金属株式会社

安来工場 冶金研究所

所 長 清 永 欣 吾

今回発見された上記火葬墓の骨蔵器鉄椀について調査 した結果を報告する。本火葬墓は土器等

から奈良時代末のものと推定されており、当時の当地方の鉄製品として貴重なものである。

1.鉄 椀 の 調 査

1-1 外  観

図 1及 び図 2に資料の外観を示す。直径 140～ 150伽、高さ約45alp、 重さ9357の 円形椀

形のもので、図の如 く4個の破片 よりなる。厚さは約 6～ 8翻で、10m12程度の厚い部分もあ

る。周辺部はやや薄 く5 olB程 度である。全面錆で覆われているが、重量感があり、内部に金

属鉄が残されていると判断された。破面の一部には鋳巣が認められる。

1-2 X線 透過試験

肉眼では錆のために判定できないが、鉄椀に文字の彫刻あるいは象眼が施 されている可能性

があるため、 X線透過試験によりその確認を行なった。

試験条件を下に、 X線透過写真を図 3に示す。

試験装置  日立メディコ製 260 KVA

X線非破壊検査装置

撮影条件  電圧 160 KVP、 2分

フィルム Futi♯ 80観 像 5分 )

写真に示すように、文字等の彫刻あるいは象眼の形跡は認められなかった。写真中の白点

はX線の透過度の高い部分で、鋳巣によるものと考え られる。

1-3 化学組織

資料の切片より表面の錆を入念に除去 し、化学分析を行なった。結果を表 1に示す。
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の 化 組 成 重量%
C Si Mn P S Ni Cr MO V CO Cu Al Ti F 黒 鉛

5お 8 002 003 021 011 003 001 001 0036 003 002 0002 0013 7734 0.19※
068

※位置による差

図 1 鉄椀のタト観 (凸側)

上記組成の総計 (黒鉛量はC量中に合まれるので

除外)は 83.54%と なる。残 り16.46%は酸素が主

体である。

C542-5

図 2 鉄椀の外観 (凹側)
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図3 鉄 碗 の X線 透過 写真
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1-4 顕微鏡組織

金属部分を有する切断面の組織を光学顕微鏡により観察 した。左図断面において①は椀の

端部に当る。各位置の顕微鏡写

真を図 4～ 7に示す。

組織は過共晶組織であり針状に伸びた初晶セメンタイ ト (炭化物)と レーデブライ ト (共

晶)組織より成 る。 レーデブライ ト中のオーステナイ トは共析変態 によリパーライ トに変態

して、写真では黒 くみえる。白い部分はセメンタイ トである。 レーデブライ トは、比較的大

きなパーライ トとセメンケイ トの混合を示す部州イ)と 極めて微細な混合を示す部Я口)か らな

る。以上の状況は①～④ とも同様であり、①～④ にわた り成分的には均一と判断される。

端部にあたる① と厚 さの薄い④では共晶組織が微細であり、凝固速度が大 きかったことが

わかる。共晶組織においてイ)お よd口 )の 部分からなっているのは、微細な(口 め部分が比較的

低温まで過冷され凝固 したためで、(イ )と 比較 し、融点を下げるPが濃縮されたためと考えら

れる。

鋳物 と しては、 C量 が高く、かつ Pも高 いために溶湯の流動性 はよかったと考え られ るが、

脆い傾向があったと思 われる。鋳造後の熱処理 は施 されていない。

顕微鏡組織を観察するために鏡面研磨 した状態において、資料面の辺部は反射度が低く、

内部は完全な金属光沢を示 していた。図 8は この状態 (無腐食)で顕微鏡観察 した結果で、

辺部の鈍い光尺部では基地すなわちレーデブライ ト共晶におけるパーライ ト組織部分が黒 く

腐食され、セメンタイ ト部は白色 (腐食されていない)に観察 された。

図 9は (こ の部分を)EPMA(ElectrOn

分析 した結果である。

P robe Micro― Anal yzer)で ぁ己素

図 9よ り、周辺部の光沢の鈍い部分は基地部分のみ選択的に酸化 された部分であることが

わかる。

鉄原料による銑の化学組成例  (重量%
資  料 C Si Mn P S N Cr V Cu Ti

流銑 (布 部 ) 344 Tr On4 0022 N 1 二 r 00Z T Ni

鳥上 木 炭銑 327 025 021 0057 0005 N 001 012 Ni 008

本資料 568 002 003 021 OЮ 3 001 0086 002 0013

…
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図4① 部 の顕微鏡組 織 (ナ イ タール腐 食 )
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図5② 部の顕微競組織
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図 7④ 部 の顕 微 鏡組 織 (ナ イ タ ール腐 食 )
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図 8 無 腐 食 状 態 の組 織

152枠

RE

(A3-28-1～ 3,5～ 6)

FeO

Fe

図 9 光沢の異なる部分の EPMA分 析結果
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2.考 察

本鉄椀は鋳造品である。それは、 C量が約 5,7%と著 しく高いこと (鉄 ‐炭素合金の場合、

C量約 1.8%以上では熱間加工が不可能である。)お よび顕微鏡組織から明らかである。

本鉄椀の原料は、砂鉄であったと推定される。砂鉄系が鉱石系 (赤鉄鉱・褐鉄鉱など)かの

区別を行なう決定的要因はないが砂鉄中には他の鉱石 と比較 し、 Ti、 vが高い特徴がある。精

錬過程でこれ らは津中に逃げ、鉄中には残留 しても極めて僅かとなる傾向が強いが、銑中では

還元されやす く、残る可能性が大きい (と くにVは )。 表 2に砂鉄を原料とした「たたら製鉄」

による流銑および鳥土木炭銑の分析例を本資料と対比 して示す。

本資料の V量 は流銑と木炭銑の中間にあり、この程度のV量 が合まれていれば、原料は砂鉄

と断定 しても間違 いないと思われる。

P・ Sは本資料の場合かなり高い。これは砂鉄原料でP・ Sの高いものを用いたためである

う。

鋳物としては、 C量が高すぎ、内部に巣が多く、肉厚 も不同であることから良いものとはい

えない。しか し、骨壷蓋の鉄椀は常時つ くられるものでないか ら、臨時につくった ものと思わ

れ、これか ら当時の鋳造技術を批評するのは酷であるう。ただし、このような鉄椀を既設の設

備を用いてつくったことは当時曽地方でこのような精錬技術、鋳造技術が普及 していたことを

示すものとして興味深い。

精錬技術としては、溶解温度が十分高 く、還元 も十分であり、非金属介石物 も少ない所か ら、

近世の技術の水準に達 していたと思われ る。奈良時代末の銑鋳物が腐食せずに遺存 していたこ

とは珍しく、貴重な資料というべきである。

& 結   論

鉄椀に関する調査結果をまとめると次の通りである。

(1)X線透過試験の結果、表面に文字の彫刻あるいは象眼が施されている形跡はない。

(2)化学組成はC量約 5,7%を含む鉄で、PoSお よびVが高い特徴がある。

(3)V量および他の微量不純物量より、砂鉄系原料を用いたものと推定される。

(4)C量および嬰微鏡組織より、鋳造品である。

(5)顕微鏡組織は若千の初品の針状セメンタイ トを含む レーデブライ ト組織で、 レーデブライ

ト組織は、粗い部分と微細な部分の 2相 からなる。

(6)И巧ウドライト中のオースカ イHン単―ライト変態しており、鋳造後の熱処理は施されていない。
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小久白遺跡の骨蔵器の火葬人骨

鳥取大学医学部解剖学第 2講座

井  上  貴  央

1.  は じめ に

山陰地方の骨蔵器の検出例としては、鳥取県岩美郡国府町宇信山や出雲市小坂古墳石室内よ

り検出された銅製骨蔵器、江津市野津町青山や同市同町清水上より検出された須恵器製骨蔵器

出雲市塩冶町菅沢古墓や同市朝山町朝山神社裏より検出された埋納穴を伴なう石櫃などの例が

あるが、なかに埋葬されていた火葬骨については、記載 されていない現状にある。多くの場合、

火葬骨は細片化 して納骨されているので骨から得 られる情報はきわめて乏 しく、そのためもあ

って埋葬骨について詳細に研究 されることは少なかった。

今回、安来市久白町小久白遺跡の須恵器製の骨蔵器から火葬骨が検出された。この火葬骨は、

検出遺物より奈良末期から平安初期にかけてのものと考え られる。この火葬骨を入れた骨蔵器

は、昭和56年 5月 25日 に筆者のもとに持 ち込まれ、骨の形態的特徴を検討する機会を得た。そ

の結果、これまで火葬骨というだけですまされてきたことが多かったこの種の骨に対 して若千

の知見を得たので報告する。

2.骨 の検 出状 況

骨蔵器の検出場所は、山麓の南斜面で、これまで山陰地方で火葬骨が発見された場所と同様

の場所である。骨蔵器の検出地点の近傍には、炭が散在 している場所があって、ここで火葬が

おこなわれたのかと思われたが、骨片はまったく検出されなかった。

筆者のもとに持 ち込まれた骨蔵器は、安来市教育委員会、永見英、加藤秀芳の両氏の立ちあ

いのもとで、長柄 ピンセットを用いて火葬骨を上方か ら順次取 り出した。骨は細片 となってお

り、長いものでも 5翻内外で原型をとどめているものは少ない。骨蔵器の上部や中心部には細

片化 した小 さい骨や歯牙が入 っているが底部や周辺部には比較的大きな骨が入っていた。人骨
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に混 って本の炭化物、粘土塊、ガラス製品、土器片、鉄片、骨角器が検出されているが、人骨

とこれ らの遺物の存在様式の関係 については別項を参照されたい。

なお、骨を取 り出した時点で筆者に検討を依頼 された事項は次のとおりであった。

1) 埋葬骨が 1体分かどうか。

2) 被埋葬者の性別、年令、身長の推定

3) どれくらいていねいに骨を拾って納骨 しているか

以上のうち、特に 3)については、納骨された火葬骨を検討する際、今後とも重要な課題 に

なってくるものと思われる。

3.被 埋 葬 者 の 骨 に つ い て

骨を骨蔵器から取り出した時は骨は湿 っていたが、乾燥 せて骨の総重量を決」ると1690夕 であ

った。四肢の主要骨、頭蓋骨などの大きい骨は、すべて細片として納骨されていたが、指骨な

どの小 さい骨は原型をとどめているものも認められた。ほとんどの骨は白色を呈 し、一部の骨

は黒色を呈する。この骨の色は火葬特の火焔の温度を反映 しており、すべての骨が高温下で焼

かれたものではないことを示 している。骨の表面には、火葬骨特有に認め られるひび割れ が

認められた。破屑された骨の断面を詳細に観察すると、 2種類の断面の様子が観察された。 1

つは、断面の外周が白色を呈 し、中心部が黒色を呈するものである。骨の中心部は、燃焼温度

が低 く黒色を呈 しているものと考えられ る。このような断面を示す骨のなかには、破断面が新

しく、骨の取 り出し中に割れたと考えられるものもあるが、大部分のものは骨の割面は古 く、

納骨時にこのような型を呈 していたものと考え られる。すなわち、このことは火葬 された骨を

納骨する際に、骨蔵器に入る大 きさにまで骨を珂ヽさく割 ったことを示 している。 もう1つ のタ

イプは、断面がすべて白色を呈 し、 しかも断面の表面に小さなひび割れを伴なっているもので

ある。このような断面を有する骨は、火葬中に火かき棒などの外因によって割 られた骨がさら

に焼けすすんだものと考えられる。おそらく燃焼温度が低いこともあって、遺体を充分に焼 く

ために、火葬の際、遺体に外力を加えたものと推察 される。

検出された骨の部位は、前頭骨、頭頂骨、後頭骨などの脳頭蓋の一部、上腕骨、猛 骨、尺骨、

大腿骨、睡骨、賜F骨の主要四肢骨、部位不明の椎骨片、中手足、中足骨、指骨の末節骨、中節

骨、基節骨などほとんど全身の骨に及んでいる。検出された骨を詳細に検討す ると、同側の同

名骨は含まれていないようであり、骨の全体量から判断 してもおそらく 1体の埋葬であったと

考えられる。残存 していた頭蓋骨より三主縫合の閉鎖状況を観察すると、矢状縫合、八字縫合

の外板では縫合は未癒合の状態であるが、内板では癒合 しかけているか、あるいは癒合がすす
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んでいた。歯牙は 4点検出されているがいずれ も歯冠の一部のみであり、上顎犬歯が同定され

たにすぎない。咬耗はややすすんでおり、Martin分 類の 1度～ 2度 である。これ らの点か

ら考えると被埋葬者の年令は壮年であると推定される。

次に被埋葬者の性別であるが、性別を決定できる骨は細分化 しており、性別を確定すること

は困難である。 しかしながら、大腿骨の大さや骨皮質の重厚具合から見て、被埋葬者は男性で

ある可能性が強いものと思われる。骨が細片化しており、骨最大長が計測できず、したがつて

身長の推定は不可能であった。
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図版  1

小 久 白 南 側 よ り望 む

小 久 白 東 側 近 影



図版 2

第 2住 居遺物出土状況 上方 より

第 2住居柱穴 東側より


